
令和 8 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

大雨・落雷災害における避難の在り方研修会

活動場所　ファミリーガーデン南城休憩室

実施日程　令和7年7月15日（火）

実施概要　大雨・落雷災害における避難の在り方を学ぶ

参加者数　利用者8名　職員5名　（欠席者に後日資料配布）

＜目的＞ 　資　料 　研修会

大雨・落雷災害発生時に利用者、職員が状況に合った適切な 　　　　　　

避難行動が出来るようにする。

利用者、職員の大雨・落雷災害における危機意識を高める。

＜成果＞

川の水位の増水速度が速ければ、早目に避難を行う。

職員は、気象情報で降雨予報を確認し、適切な判断を執る。 　大雨・落雷の避難研修会

冠水道路への通行は避け、迂回するか、水か引くのを待つ。

気象・災害情報に十分に留意し、命を守る行動をとる。       川の危険水位の確認

集中豪雨により近くの川が氾濫したことがありました。気象情報で降水量、降雨終時予報を確認し、適切な判断を

執ることが、利用者の安全を守ることになります。以前、冠水道路を通行しエンジンがダメになった方もいました。

冠水道路には絶対に突っ込まないで迂回するか、水が引く、雨が止むのを待つようにすることも大切です。

又、雷が鳴ったら、建物や車に避難する事などを学び、危機意識を高めることが出来たと思います。

を待つことも選択肢とする。車のガラスを破って脱出できるように、特殊ハンマーを車内置いておく。川の危険水位を現場

に行って確認出来て良かった。雷が鳴ったら、木から4ｍ以上離れる。建物や車に避難する事が分かった。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労サービス支援　ファミリーガーデン南城 事業所番号 4712000217

利用者からの意見・評価

　大雨・落雷災害における避難の在り方を学び、危機管理意識が認識できた。冠水道路には絶対に突っ込まない、迂回する

か、水が引くのを待つ。冠水でエンジンが止まった時、再始動せず、感電防止のため車のキーをオフにすることや、マフラー

に水が入らないように空ぶかしする事が分かった。気象情報を確認し、あわてないで落ち着いて判断する。雨が止むの

住　所 沖縄県南城市玉城字当山497番地1 管理者名 上運天　豊

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 ０９８－９７５－５６４６ 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者）

様式２


